
緊急事態宣言は解除となりましたが、指定の都道府県ではまん延防止等重点
措置が初の適用となるなど、依然としてコロナ終息に向けては先の見えない
報道も続いており、巷では『コロナ疲れ』などと言う言葉も聞こえてくるよ
うになりました。

４月になり、新入社員を迎えられた会社や、人事異動など平時であれば歓送
迎会等のシーズンですが、何ともやりきれない気持ちにもなってまいります。
皆様、『今は耐え時！』と一緒に頑張りましょう！

コロナ終息は見えませんが共に頑張りましょう

★秋田会長：最近自宅に新しいマッサージチェアを購入されました。なかなか設定
　　　　　　が難しいマッサージチェアらしく『大神君、設定解るね？』と聞かれ
　　　　　　ましたが･･･会長ごめんなさい、マッサージチェアは解りません（汗）

★大神さん：事務所にくるテレアポや飛び込みの営業マンに、必ず会って話を聞く
　　　　　　大神さんですが、新卒など新人営業マンは５分程度で『それじゃ売れ
　　　　　　ないよ』と指導を受けて帰って行きます･･･来たれ若人！挑戦者求む！

★田中くん：入社して２年が経過しましたが、今や立派な営業マンに成長！
　　　　　　緊急事態宣言が解除になり九州中を愛車アクアで縦横無尽に走り回っ
　　　　　　ています！　その為･･･事務所になかなか帰ってきません･･･。

社内会議や営業の打ち合わせなどで大活躍中のＷＥＢ会議システムです
が、図面を見ながらの打ち合わせの時など、図面の文字が見えにくいと
意見が出ていましたので、予算
を組んで大型モニター(ちょっと安

価な)をついに導入しました！
これで図面を共有しての打ち合
わせや、大人数での打ち合わせ
も問題なく可能です。お急ぎの
時は、弊社営業に『ＷＥＢで』
とお声掛けくださいませ。　

社内５０インチ大型モニター導入！

シェルター(英:shelter)とウィキペディアでも『避難所』と出て来る様に、核シェルターや
防空壕を連想される方も多いと思います。ですが、交通分野では旅客や貨物を雨風から守る
施設、福祉分野ではホームレス緊急一時宿泊施設と言った様に、シェルターと言う言葉も様
々な意味合いを持ってきています。

まだ、具体的な施工例までは至っていませんが、特殊鉄骨が得意な九州第一工業に新しい相
談も舞い込んでまいりました。

小規模シェルター需要大！

そんな中、今回ご紹介したいのは、最近数件相談が
ありました『小型シェルター』のお話です。

コロナの感染拡大により、大型レジャー施設などに
足を運びにくくなっている今、大ブームになってい
るのがキャンプ！しかも、ホテル並みの宿泊施設と
食事がついて、専門の知識や道具がなくても手軽に
キャンプが楽しめる『グランピング』が大人気！

また、近年の猛暑やゲリラ豪雨などに配慮した屋外
施設の屋根鉄骨も、台風の大型化を考えると、建物
の強度も重要視され、風水害に耐えられる小規模シ
ェルターの需要がかなり増えているようです。※写真は弊社の施工実績ではありません。

※写真は弊社の施工実績ではありません。

※小型シェルターのＢＩＭイメージ

今後の動向に、乞うご期待！･･･かも･･･！？

２月号で少々取り上げましたＣＬＴ(Cross Laminated Timber(クロス・ラミネイティ
ド・ティンバー))について、社内でも本格的に勉強会を行い、鉄と木材のハイブリッ
ド工法の提案実現に向けて動き出そうとしております！

ばんざ～
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体育館を建てよ
う！

ハイブリッド

い大型公共施設を建設する事ができ、意匠的にも木材のあたたかいイメージを上手に
活かした、オシャレで若者にも人気が集まりそうな建物が可能になるのでは無いかと
思っております。

これまで弊社が培ってきました鉄骨の技術を最大限に活かして、皆様に新しいご提案
が出来る様に、社員一同胸踊る気持ちで取り組み始めた所です。
今後も、ＣＬＴを用いた鉄木ハイブリッドの取り組みについては、DI NEWS PAPERでも
定期的に取り上げて行きたいと思いますので、次回お楽しみに！

社内『ＣＬＴ』勉強会始めました！

メーカーで加工

ＣＬＴ

鉄 骨

地元の材料を使って竣工

ハイブリッド

地元山の木材
地元山の木材
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体育館を建てよ
う！

・地元還元型の提案！
・国も推奨する脱『炭素』！

人と環境にやさしい建物をご提案

ＣＬＴ鉄骨ハイブリッドを実現するに
は技術的にも、営業的にも知識と理解
を深めて行く事が大切で、社内で疑問
点を持ち寄り意見交換をする所から開
始し皆様へご提案が出来る様に、動き
始めました。
これが実現しますと、公共物件等で地
元の材料を利用し、人と環境にやさし

九州第一工業の新しいご提案

★ざっくりイメージ☆


